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学びに向かう集団づくり

卒業生を講師役とした
「安積セミナー」で
難関大への意識を高める

◎２００１年度、男子校から共学となる。
０２年から５年間、スーパーサイエンスハ
イスクールの指定を受ける。開拓者精
神、文武両道、質実剛健を教育の精
神とする。自由な校風を重んじ、制服
は設けていない。敷地内の旧本館は国
の重要文化財。

国公立大は、東北大３５人、福島大２２人、
東京大６人、京都大２人などに計２３０人
が合格。私立大は、慶應義塾大、中央大、
東京理科大、明治大、早稲田大などに
延べ４１５人が合格。

設立

形態

生徒数

1１年度入試合格実績（現浪計）

１８８４（明治１７）年

全日制／普通科／共学

１学年約３２０人

住所
　

電話

Web Site

〒963-8851　
福島県郡山市開成5-25-63

024-922-4310

62
指導変革の

成果実践背景

◎第１志望校合格へ
の意欲が維持できず、
易きに流れる傾向が
あった

変革のステップ

◎卒業生の力を活用
した「安積セミナー」
を年２回開催。難関
大を目指す集団づくり
を行う

◎卒業生の言葉で意
欲が高まると共に、低
学年時からすべきこと
が分かり、目標を持っ
て学ぶ姿勢が育つ

http://www.asaka-h.fks.ed.jp/

福島県立

安積高校
あ さ か

　
創
立
１
２
７
年
の
伝
統
を
誇
る
福
島
県
立
安
積
高
校

は
、
県
内
屈
指
の
進
学
校
で
、
旧
帝
大
を
は
じ
め
と
す

る
難
関
大
に
多
く
の
生
徒
が
合
格
す
る
。
自
由
な
校
風

が
伝
統
で
あ
り
、
制
服
は
な
く
、
生
徒
の
愛
校
心
が
強

い
の
が
特
徴
だ
。

　
長
ら
く
地
域
か
ら
厚
い
信
頼
を
寄
せ
ら
れ
て
き
た
同

校
だ
が
、
近
年
、
教
師
は
生
徒
の
志
望
大
合
格
へ
の
意

欲
を
い
か
に
高
め
、
維
持
す
る
か
に
頭
を
悩
ま
せ
て
い

た
。
成
績
上
位
層
・
下
位
層
を
問
わ
ず
、「
易
き
に
流

れ
る
」傾
向
が
目
立
っ
て
き
て
い
た
か
ら
だ
。
例
え
ば
、

毎
年
、
入
学
時
に
は
30
人
ほ
ど
が
東
京
大
を
志
望
校
に

挙
げ
る
が
、学
年
が
上
が
る
に
つ
れ
て
そ
の
数
は
減
り
、

実
際
に
受
験
す
る
の
は
10
人
程
度
だ
っ
た
。
３
年
間
を

通
し
て
意
欲
を
高
め
て
い
け
ば
、
も
っ
と
多
く
の
生
徒

が
初
め
に
掲
げ
て
い
た
目
標
に
挑
戦
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
雰
囲
気
を
改
善
し
よ
う
と
、
進
路
指
導
を

大
き
く
変
え
た
の
が
、
１
２
３
期
生
（
２
０
１
０
年
卒

業
）
の
学
年
団
だ
っ
た
。
当
時
担
任
で
、
現
在
進
路
主

任
の
森
下
陽
一
郎
先
生
は
次
の
よ
う
に
振
り
返
る
。

　「
当
時
の
本
校
は
、
学
年
全
体
で
切
磋
琢
磨
し
、

難
関
大
に
果
敢
に
挑
戦
す
る
と
い
う
雰
囲
気
が
弱
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。
学
年
全
体
の
意
気
を
揚
げ
る
た

め
に
も
、
成
績
上
位
層
か
ら
下
位
層
ま
で
が
一
体
と

な
っ
て
上
を
目
指
そ
う
と
す
る
集
団
を
つ
く
ろ
う
と

易
き
に
流
れ
る
生
徒
を

学
び
に
向
か
う
集
団
に
し
た
い
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学
年
主
任
を
は
じ
め
、
学
年
団
で
考
え
ま
し
た
」

　
最
も
力
を
入
れ
た
の
は
、
生
徒
へ
の
意
識
付
け
だ
。

学
年
集
会
で
「
君
た
ち
は
一
人
で
は
な
い
。
み
ん
な
で

受
験
に
向
か
お
う
」
と
繰
り
返
し
伝
え
、
横
の
つ
な
が

り
を
意
識
さ
せ
る
こ
と
を
心
掛
け
た
。
並
行
し
て
「
も

っ
と
学
校
を
頼
ろ
う
」「
学
校
で
勉
強
し
よ
う
」
な
ど

と
声
を
掛
け
、
学
校
へ
の
帰
属
意
識
を
高
め
た
。
加
藤

知
道
教
頭
は
次
の
よ
う
に
話
す
。

　「
本
校
に
は
素
直
な
生
徒
が
多
く
い
ま
す
。
放
課

後
、
学
校
に
残
っ
て
勉
強
す
る
生
徒
が
徐
々
に
増
え

始
め
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
そ
う
し
た
姿
を
見
て
、
次

第
に
輪
が
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
共
に
机
を
並
べ

て
学
ぶ
中
で
、
仲
間
意
識
や
良
い
意
味
で
の
ラ
イ
バ

ル
意
識
も
生
ま
れ
ま
し
た
」

　
そ
れ
ま
で
も
、
土
曜
講
座
や
月
例
テ
ス
ト
、
追
試
な

ど
を
実
施
し
、
基
礎
力
及
び
発
展
力
の
育
成
に
努
め
て

い
た
。
し
か
し
、
ど
の
科
目
を
い
つ
ま
で
教
師
主
導
で

引
っ
張
っ
て
い
く
か
、
国
語
、
数
学
、
英
語
の
３
教
科

を
ど
こ
で
仕
上
げ
、
遅
れ
が
ち
な
理
科
と
社
会
と
の
バ

ラ
ン
ス
を
ど
う
取
る
か
が
課
題
だ
っ
た
。
１
２
２
期
担

任
で
、
現
在
は
教
務
主
任
の
菅
野
多
美
子
先
生
は
次
の

よ
う
に
話
す
。

　「
１
２
３
期
は
、
１
、２
年
生
の
時
に
徹
底
し
て
追

試
を
行
い
、
２
年
生
後
半
に
は
学
年
全
体
で
東
京
大

の
過
去
問
を
解
く
な
ど
の
取
り
組
み
を
し
ま
し
た
。

文
系
で
も
数
学
を
諦
め
る
生
徒
が
減
り
、
難
関
大
を

目
指
す
意
識
が
高
ま
っ
た
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
」

　
１
、２
年
生
で
の
数
学
の
基
礎
の
徹
底
は
、
上
位
層

に
も
変
化
を
も
た
ら
し
た
。現
役
東
京
大
合
格
者
数
が
、

１
２
２
期
生
は
６
人
全
て
が
理
系
だ
っ
た
が
、
１
２
３

期
生
は
７
人
の
う
ち
５
人
が
文
系
の
生
徒
だ
っ
た
。

　
追
試
の
徹
底
は
、
し
っ
か
り
基
礎
を
固
め
、
３
年
生

へ
の
助
走
と
す
る
意
味
も
大
き
か
っ
た
。

　「
３
年
生
に
な
る
と
追
試
は
ぴ
た
り
と
や
め
ま
し

た
。
こ
こ
か
ら
は
、
生
徒
自
身
の
力
で
受
験
に
立
ち

向
か
う
必
要
が
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
で
す
。
２
年

生
ま
で
に
十
分
に
基
礎
を
固
め
た
か
ら
こ
そ
、
３
年

生
で
手
を
離
す
指
導
が
出
来
ま
し
た
」（
森
下
先
生
）

　
一
連
の
指
導
改
革
に
よ
り
、
１
２
３
期
生
の
進
学
実

績
は
全
体
的
に
向
上
し
た
。
更
に
、
生
徒
同
士
で
切
磋

琢
磨
す
る
学
習
集
団
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
に
、
教
師
は

自
信
を
深
め
た
。

　
１
２
３
期
生
で
の
成
功
を
機
に
、
生
徒
の
力
を
伸
ば

し
切
れ
る
学
校
と
な
る
べ
く
、
10
年
度
に
は
学
び
に
向

か
う
生
徒
集
団
づ
く
り
の
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、

２
泊
３
日
の
「
安
積
セ
ミ
ナ
ー
」（
Ｐ
．20
図
）
を
行
っ

た
。
こ
れ
は
、
１
、２
年
生
の
東
京
大
志
望
者
を
対
象

に
、
卒
業
生
の
東
京
大
生
を
講
師
に
迎
え
て
行
う
勉
強

会
だ
。
10
年
度
は
８
月
と
12
月
、
講
師
役
の
大
学
生
の

帰
省
時
期
に
合
わ
せ
て
実
施
し
、
い
ず
れ
も
40
人
ほ
ど

が
参
加
し
た
。
年
２
回
の
開
催
と
し
た
の
は
、
取
り
組

み
を
点
で
終
わ
ら
せ
ず
線
で
つ
な
げ
、
学
習
へ
の
意
欲

を
持
続
さ
せ
よ
う
と
考
え
た
た
め
だ
。

　
夏
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
卒
業
生
が
学
習
方
法
な
ど
を

詳
細
に
説
明
し
た
後
、
生
徒
が
持
参
し
た
問
題
集
な
ど

か
ら
質
問
を
す
る
形
式
で
学
習
を
進
め
、
自
学
自
習
の

意
識
を
高
め
た
。
冬
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
卒
業
生
に
よ
る

東
京
大
の
入
試
問
題
を
使
っ
た
講
義
が
中
心
だ
。更
に
、

福
島
県
立
安
積
高
校

森
下
陽
一
郎

　 M
o

rish
ita Y

o
ich

iro

教
職
歴
15
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
５
年
目
。
進
路
主
任
。

「
生
徒
は
次
世
代
を
担
う
大
切
な
存
在
。
彼
ら
の
可
能
性

を
引
き
出
し
た
い
」

福
島
県
立
安
積
高
校

菅
野
多
美
子

　 K
an

n
o

 T
am

ik
o

教
職
歴
32
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。
教
務
主
任
。

「
考
え
て
、
考
え
て
、
考
え
抜
い
て
、
分
か
っ
た
時
の
楽

し
さ
を
伝
え
た
い
」

福
島
県
立
安
積
高
校

野
内
明

　 N
o

u
ch

i A
k

ira

教
職
歴
23
年
。同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。教
務
副
主
任
。

「
イ
メ
ー
ジ
す
る
力
の
基
盤
と
な
り
、
技
術
と
な
る
『
国

語
』
の
指
導
を
追
究
す
る
」

１
、２
年
生
で
追
試
を
徹
底
的
に
行
い

３
年
生
へ
の
弾
み
を
つ
け
る

卒
業
生
を
講
師
と
し
た

宿
泊
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施

福
島
県
立
安
積
高
校
教
頭

加
藤
知
道

　 K
ato

 T
o

m
o

m
ich

i

教
職
歴
27
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。「
誠
実
に
物

事
に
当
た
る
。
生
徒
だ
け
で
は
な
く
、
教
頭
と
し
て
先

生
も
『
そ
の
気
』
に
さ
せ
た
い
」
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福島県立　安積高校福島指導変革の

東
京
大
を
訪
問
し
、
教
授
の
講
義
を
受
け
た
。

　
東
京
大
志
望
者
へ
の
意
識
付
け
を
重
視
し
た
理
由

を
、
森
下
先
生
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
本
校
は
、
福
島
、
そ
し
て
日
本
を
引
っ
張
る
リ

ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
使
命
を
担
っ
て
い
ま
す
。
地
域

の
期
待
に
応
え
ら
れ
な
け
れ
ば
、
安
積
高
校
の
存
在

意
義
は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
東
京
大
は
、
国
立
大

の
中
で
も
予
算
や
人
員
の
配
分
が
大
き
く
研
究
体
制

が
整
っ
て
お
り
、
大
き
な
夢
や
目
標
を
持
つ
生
徒
の

可
能
性
を
引
き
出
し
て
く
れ
る
大
学
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。
学
生
の
意
識
も
高
く
、
学
び
の
環
境
と
し
て

も
申
し
分
あ
り
ま
せ
ん
。
リ
ー
ダ
ー
を
育
て
る
た
め

に
も
東
京
大
へ
の
進
学
を
支
援
し
た
い
の
で
す
」

　　
セ
ミ
ナ
ー
は
、
生
徒
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て

い
る
の
か
。
何
よ
り
も
身
近
な
存
在
で
あ
る
卒
業
生
か

ら
教
わ
る
こ
と
で
、
学
習
効
果
が
大
き
く
上
が
る
と
、

教
務
副
主
任
の
野
内
明
先
生
は
話
す
。

　「
指
導
法
の
面
で
は
、
当
然
、
卒
業
生
は
教
師
に

比
べ
て
未
熟
で
す
。
し
か
し
、
卒
業
生
は
自
身
の
経

験
を
踏
ま
え
て
、
生
徒
と
同
じ
目
線
で
教
え
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。
教
師
で
は
、
生
徒
に
寄
り
添
お
う
と

努
め
て
も
、
ど
う
し
て
も
『
斜
め
上
』
か
ら
の
目
線

に
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
こ
う
し
た
『
横
』
か
ら
の

ア
ド
バ
イ
ス
は
、
生
徒
に
と
っ
て
実
感
の
こ
も
っ
た

言
葉
と
し
て
強
く
印
象
に
残
り
ま
す
」

　
目
標
に
対
す
る
自
覚
を
持
ち
や
す
く
な
る
と
い
う
効

果
も
あ
る
と
、
加
藤
教
頭
は
話
す
。

　「
部
活
動
の
先
輩
が
、
実
は
勉
強
も
頑
張
っ
て
い

る
。そ
し
て
、高
い
目
標
を
実
現
し
た
姿
を
見
て
、『
自

「
横
」か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
よ
り

目
標
を
高
め
る

図 「安積セミナー」

2011年8月に開かれた「安積セミナー」には、1、2年生計43人が出席。夏のセ
ミナーは自学自習の力を付けることに重きを置く。写真は、卒業生が在校生がつ
まずいている問題に個別に答え、解法を教える様子

＊回答数35人

開講式（卒業生から一言）
自己紹介・目覚めの勉強
東京大対策授業（国語、英語）
受験指導「東京大理Ⅲの先輩から受験戦略を学ぶ」
夕食・入浴・自由時間（先輩とじっくりと話をする時間）
自習

バスで東京大を訪問
東京大教授らの授業を受ける「工学 最前線」「哲学への道」「政治学への道」

東京大対策授業（数学）／標準レベル数学特訓（分野別）（どちらか
を選択）
本校初の女子東京大合格者の講演
講演「女性の理系進学について」／自習（どちらかを選択）
成果のまとめ
閉講式（卒業生からのメッセージ）

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

2010年度冬の「安積セミナー」のスケジュール

2011年度夏のセミナー参加者へのアンケート結果

◉1日目（安積高校にて）

◉2日目（安積高校から東京大へ）

◉3日目（安積高校にて）

安積セミナーに参加して、難関大進学へ向けての意識は高まりましたかQ.

安積セミナーの開催を今後も望みますかQ.

20 40 60 80 100（％）0

20 40 60 80 100（％）

自由記述回答には、「難関大入試でも基本が大切だと分かった」「あくまで自分で考える
ことが大切なことを理解した」「効果的な勉強法や学校生活に対する心構えなどが参考
になった」といった声が寄せられた。また、「医学部、京都大、東北大の先輩の話も聞
きたかった」「シンポジウムや討論会のような形で話を聞いても良かったのではないか」「回
数をもっと増やして、夏も合宿のような形にしてほしい」といった要望もあった。

1人 0人高まらなかったあまり高まらなかった
1人
不明

16人高まった17人かなり高まった

0

25人大いに望む 10人望む

0人 0人あまり望まない 望まない

＊アンケート結果・スケジュール共に学校資料を基に編集部にて作成
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今回のテーマに関連する過去の記事はBenesse教育研究開発センターのウェブサイトでご覧いただけます。
２０１１年４月号指導変革の軌跡「鹿児島県立鹿児島中央高校」など
　　http: //benesse.jp/berd/ 　→　HOME　＞　情報誌ライブラリ（高校向け）

分
に
も
出
来
る
の
で
は
な
い
か
』
と
い
う
意
識
が
生

ま
れ
て
い
く
よ
う
で
す
。
自
分
と
同
じ
生
活
を
送
っ

て
き
た
本
校
の
卒
業
生
の
言
葉
だ
か
ら
こ
そ
、
教
師

の
言
葉
と
は
異
な
る
説
得
力
が
あ
る
の
で
す
」　

　「
安
積
セ
ミ
ナ
ー
」
成
功
の
鍵
は
、
卒
業
生
の
協
力

に
あ
る
。
10
年
度
実
施
の
際
に
は
、
１
２
３
期
の
東
京

大
合
格
者
の
う
ち
５
人
が
、
快
く
講
師
役
を
引
き
受
け

て
く
れ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
学
校
を
盛
り
立
て
た
い

と
い
う
卒
業
生
の
思
い
が
あ
る
。

　「
東
日
本
大
震
災
の
際
に
も
、
１
２
２
期
生
か
ら

『
こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、
夢
を
持
ち
、
希
望
を
実

現
し
て
ほ
し
い
と
い
う
エ
ー
ル
を
１
２
５
期
生
（
現

３
年
生
）
に
送
り
た
い
』
と
い
う
問
い
合
わ
せ
の
電

話
が
あ
り
ま
し
た
。
本
校
で
学
ん
だ
こ
と
を
思
い
、

母
校
の
た
め
に
何
か
し
た
い
と
思
え
る
卒
業
生
た
ち

が
い
る
こ
と
が
、
本
校
の
強
み
で
す
」（
菅
野
先
生
）

　「
そ
の
強
み
を
最
大
限
に
生
か
し
た
の
が
『
安
積

セ
ミ
ナ
ー
』
で
す
。
卒
業
生
の
中
に
は
安
積
高
校
を

全
国
に
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
え
る
学
校
に
し
た
い
と

い
う
強
い
思
い
を
持
っ
た
者
も
い
ま
す
。
教
師
は
卒

業
生
の
そ
う
し
た
思
い
と
共
に
取
り
組
み
を
進
め
て

い
ま
す
」（
森
下
先
生
）

　　
11
年
度
の
夏
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
講
師
に
１
２
４
期

の
卒
業
生
も
加
わ
り
、
セ
ミ
ナ
ー
を
軸
と
し
た
卒
業
生

か
ら
の
支
援
の
輪
は
ま
す
ま
す
広
が
り
つ
つ
あ
る
。
参

加
す
る
生
徒
も
１
、２
年
生
合
わ
せ
て
43
人
と
増
え
た
。

　
参
加
者
は
、
東
京
大
だ
け
で
は
な
く
、
東
京
工
業
大
、

一
橋
大
、
慶
應
義
塾
大
、
早
稲
田
大
の
志
望
者
に
ま
で

幅
を
広
げ
た
。
そ
れ
ら
の
大
学
に
進
学
し
た
卒
業
生
も

集
ま
り
、各
大
学
の
魅
力
を
伝
え
合
う
講
演
も
開
い
た
。

　「
前
年
度
の
セ
ミ
ナ
ー
の
総
括
の
際
に
、『
１
、２

年
生
の
夏
の
時
期
で
東
京
大
に
絞
り
込
ん
だ
指
導
で

い
い
の
だ
ろ
う
か
』
と
い
う
意
見
が
卒
業
生
か
ら
出

さ
れ
、
難
関
大
志
望
者
に
ま
で
幅
を
広
げ
募
集
す
る

よ
う
に
し
ま
し
た
。
卒
業
生
が
進
路
指
導
の『
参
謀
』

の
よ
う
な
存
在
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た

ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
く
れ
る
の
も
、
母
校
へ
の
思
い

が
強
い
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
」（
森
下
先
生
）

　
卒
業
生
自
身
も
、
企
画
力
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

ス
キ
ル
な
ど
を
鍛
え
る
場
と
し
て
、
セ
ミ
ナ
ー
に
主
体

的
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。

　
難
関
大
志
望
者
の
み
と
い
う
セ
ミ
ナ
ー
の
形
態
は
、

今
後
も
継
続
す
る
考
え
だ
。

　「
こ
れ
ま
で
は
難
関
大
志
望
者
を
個
別
に
指
導
し

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
弱
気
に
な
っ
て
志
望
を
下

げ
て
し
ま
う
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

仲
間
の
力
に
注
目
し
た
集
団
づ
く
り
に
よ
り
、
高
い

目
標
の
実
現
を
貫
く
勇
気
を
持
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
」（
野
内
先
生
）

　
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
生
徒
は
、
低
学
年
の
う
ち
に

卒
業
生
と
交
流
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
ど
の
時
期
に

何
を
学
習
し
て
お
く
べ
き
か
」
と
い
う
こ
と
が
具
体
的

に
分
か
る
。
積
極
的
に
自
学
を
進
め
る
一
方
で
、
授
業

に
一
層
身
が
入
る
と
い
う
。
こ
う
し
た
主
体
的
な
学
習

へ
の
姿
勢
を
他
の
学
力
層
に
も
波
及
さ
せ
た
い
と
、
加

藤
教
頭
は
話
す
。

　「
難
関
大
志
望
者
層
を
集
団
指
導
で
引
き
上
げ
、

そ
の
姿
を
見
た
他
の
生
徒
が
刺
激
を
受
け
、
学
年
全

体
が
高
い
目
標
に
向
け
て
一
つ
に
な
っ
て
い
く
よ
う

な
学
校
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
中
・

下
位
層
に
対
し
て
も
、
担
任
を
は
じ
め
、
教
師
の
個

別
指
導
が
不
可
欠
で
す
。
進
路
指
導
部
と
学
年
の
有

機
的
な
結
び
付
き
に
よ
っ
て
、
全
て
の
学
力
層
を
引

き
上
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　「
入
学
時
、『
ま
さ
か
自
分
が
東
京
大
に
入
れ
る
は

ず
が
な
い
』
と
思
っ
て
い
た
生
徒
で
も
、
ど
ん
ど
ん

学
力
を
付
け
て
合
格
す
る
ケ
ー
ス
は
珍
し
く
あ
り
ま

せ
ん
。
生
徒
が
互
い
の
頑
張
る
姿
を
見
て
刺
激
し
合

え
る
の
が
学
校
で
学
ぶ
意
義
で
す
」（
菅
野
先
生
）

　
そ
の
鍵
を
握
る
の
が
集
団
づ
く
り
で
あ
る
と
考
え
、

卒
業
生
の
支
援
を
活
用
し
た
取
り
組
み
を
ま
す
ま
す
発

展
さ
せ
る
考
え
だ
。

　「
安
積
高
校
の
卒
業
生
と
し
て
、
大
学
の
先
に
あ

る
将
来
や
、
自
分
が
何
を
し
た
い
の
か
、
何
を
す
べ

き
な
の
か
、
よ
く
考
え
る
集
団
に
育
っ
て
ほ
し
い
と

期
待
し
て
い
ま
す
」（
野
内
先
生
）

上
位
層
は
集
団
指
導
で
、

下
位
層
は
個
別
指
導
で
引
き
上
げ
る

卒
業
生
の
ア
イ
デ
ア
で

参
加
生
徒
の
志
望
校
の
枠
を
広
げ
る
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